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1. 食品に対 する嗜好調査は従来，質問 紙を用いて行

なわれた研究が多い。本研究は，個人のもつ嗜好に よっ

て異るであろ うと考えられ る各食品 に対 するイメージを

把え よう として,  S-D 法を用いて その測定 を試みたもの

である。

2. とり上げられ た16 個 の食品 は予備 調査にもとづ

き，嗜好 とポピ ュラリ ティか ら選び 出さ れ た も の で あ

る。 スケールは 食品 に関係あ ると思われる20の形 容詞対

について ７段階で評 価させた。対 象は女 子の中学生， 高

校生 各100名及び大 学生94 名計294 名であ る。

3. 食品 のプ ロフ ィール,   D スコア及びセントロ イド

法 による因子分析によって 結果を求 めた。 形容詞対にお

け る好 き一 嫌い によって 食品 に対 する嗜 好群 とそうで

ない 群にわけ た。

第１因子は 日常 性のあ る食用頻度 の高い 蛋白質 性食品

が高い 値を示 した。 これは栄養的 に重要であると考える

からであ ろうか。

第Ｈ因子は日常よく使用され好まれる食品とそ うでな

い 食品 では逆の値を示した。


